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心
と
考
え
、
現
状
で
は
次
の
様
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

❖
日
帰
り
バ
ス
旅
行
（
春
・
秋
）

　
（
会
費
制
だ
が
飲
食
物
提
供
）

❖
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
春
・
秋
）

　
（
プ
レ
イ
代
個
人
、
賞
品
提
供
）

❖
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し
む
会

　
（
若
干
の
会
費
で
飲
食
提
供
）

❖
夏
祭
り
（
盆
踊
り
大
会
）

　
（
模
擬
店
・
景
品
抽
選
あ
り
）

❖
敬
老
会
（
70
才
以
上
招
待
）

　
（
地
元
区
民
等
の
演
芸
あ
り
）

❖
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
（
新
種
の
ゲ
ー
ム
等
4
種
目
）

❖
区
民
文
化
祭（
作
品
展
2
日
間
）

　
（
毎
年
1 

6 

0
点
程
出
展
あ
り
）

❖
伝
承
教
室（
12
月
・
試
食
会
も
）

　
（
4
種
目
＝
そ
ば
打
ち・し
め
飾

り・餅
つ
き・お
手
玉
作
り
）

❖
人
権
懇
談
会

　
（
生
活
の
中
の
人
権
問
題
）

❖
和
田
分
館
報
の
発
行（
年
2
回
）

（
カ
ラ
ー
印
刷
8
Ｐ
建
9 

5 

0
部
）

❖
役
員
研
修
会（
日
帰
り
年
1
回
）

　

ざ
っ
と
以
上
の
よ
う
な
内
容
で
、

常
に
マ
ン
ネ
リ
化
防
止
に
配
意
し
、

人
集
め
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

御
多
分
に
漏
れ
ず
大
変
な
難
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

『 

区
民
の
融
和
と
絆
を

 
目
指
し
て 

』

│ 

和
田
分
館 ̶

 

和
田
分
館
長　
　

小
田
中　

茂

　

先
ず
和
田
区
の
状
況
を
申
し
上

げ
ま
す
と
、
世
帯
数
は
8 

9 

6
戸

と
市
内
最
大
規
模
で
あ
り
、
人
口

も
2 

0 

5 

0
人
と
い
う
マ
ン
モ
ス

区
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
規
模
な
り
に
様
々

な
問
題
も
多
く
、
和
田
分
館
と
し

て
も
、
そ
の
事
業
運
営
に
困
難
さ

も
あ
り
ま
す
。
特
に
問
題
は
、
大

き
な
区
特
有
の
事
象
で
あ
る
区
民

同
士
の
連
携
や
融
和
が
、
と
か
く

希
薄
に
な
り
が
ち
な
こ
と
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
状
態
を
少
し

で
も
解
消
す
べ
く
、
年
間
を
通
じ

出
来
る
だ
け
多
く
の
区
民
が
交
流

で
き
る
場
を
設
定
す
る
こ
と
が
肝

和
田
区
の
サ
ー
ク
ル

【
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
】

　

私
達
「
童
謡
唱
歌
を
歌
う
会
」

は
、
現
在
会
員
数
40
名
余
り
、
毎

月
第
1
・
3
木
曜
日
午
前
、
角
田

守
生
先
生
の
御
指
導
の
下
、
童
謡

唱
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
若
か
り
し
頃

に
流
行
し
た
歌
、
先
生
が
選
ん
で

下
さ
っ
た
合
唱
曲
な
ど
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

平
成
27
・
28
年
の
敬
老
会
に
は

日
頃
の
練
習
成
果
を
ス
テ
ー
ジ
で

ご
披
露
す
る
こ
と
も
出
来
、
一
同

励
み
に
思
っ
て
い
る
所
で
す
。
敬

老
会
で
は
参
加
者
全
員
で
歌
っ
た

時
の
男
声
が
素
晴
ら
し
く
、
歌
う

会
に
も
男
性
の
参
加
が
実
現
す
れ

ば
、
混
声
合
唱
も
夢
で
は
な
い
と

期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
4
年
程
前
こ
の

地
に
転
入
し
、
程
な
く
、
こ
の
会

に
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
見

知
ら
ぬ
土
地
で
、
交
流
が
随
分
と

広
が
り
、
幸
運
な
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
も
歌
を
楽
し
み
な
が
ら
、

地
域
に
親
し
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

 

三
浦　

節
子

【
め
だ
か
の
広
場
】

　

春
風
が
心
地
よ
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
会
は
住
み
慣
れ
た

地
域
で
何
時
ま
で
も
元
気
に
暮
ら

し
、
認
知
症
予
防
に
繋
が
る
の
で

は
と
平
成
27
年
11
月
か
ら
、
月
に

2
回
開
い
て
お
り
ま
す
。
身
近
な

支
え
合
い
の
場
と
し
て
区
の
研
修

セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、
飲
み
物
と

飴
を
用
意
し
地
区
の
誰
も
が
参
加

で
き
る
お
茶
飲
み
会
で
す
。
主
に

お
し
ゃ
べ
り
が
中
心
で
す
が
、
桜

の
頃
に
は
外
に
出
て
お
花
見
、
七

夕
に
は
短
冊
に
願
い
ご
と
を
書
き

ま
た
季
節
の
歌
を
う
た
っ
た
り
、

幼
い
頃
を
思
い
出
し
、ぬ
り
絵
に
親

し
ん
だ
り
、と
き
に
は
和
菓
子
や
ケ

ー
キ
で
お
茶
を
楽
し
み
ま
す
。
最

近
で
は
小
諸
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
体
操

を
始
め
て
み
ま
し
た
。
接
待
で
は

な
く
『
参
加
者
が
い
ろ
い
ろ
な
話

に
花
を
咲
か
せ
元
気
に
な
る
』、そ

ん
な
広
場
に
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

 

竹
花
フ
サ
子

【
く
る
み
の
会
】

　

キ
ル
ト
サ
ー
ク
ル
を
始
め
て
2

年
の
歳
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
好
き

な
仲
間
が
集
ま
り
月
1
回
の
楽
し

み
で
す
。
針
を
進
め
る
か
た
わ
ら

お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
、「
布
は

何
が
い
い
か
」「
色
は
何
に
し
よ

う
か
」「
作
品
を
何
に
す
る
か
」

等
々
話
し
合
い
な
が
ら
や
っ
て
お

り
ま
す
。

　

秋
に
区
で
行
わ
れ
る
文
化
祭
を

目
標
に
、
一
年
間
に
出
来
あ
が
っ

た
作
品
を
発
表
会
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

 

甘
利　

洋
子

楽しく皆でお茶会

作品づくりに夢中

角田先生のお話に傾聴‼


